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表紙の写真：大阪マリンフェスティバル

　８月８日、大阪マリンフェスティバルのイベン
ト、岬町商工会主催の「すいかDEゲーム」や淡
輪海水浴場管理組合主催の「泉タコのつかみどり」
が、ときめきビーチで開催されました。
　目隠ししていざ！すいかに見立てたビーチボー
ル、バシッと命中できたかな？
　ヌルっと滑ったり、吸盤でピッタリ吸いついて
くるタコさんたちはうまくつかめたかな？
　海や空の青い色、雲や砂の白い色、たくさんの
人たちの楽しげな声、波の音。夏のビーチの一日
は、色鮮やかに賑やかに通り過ぎていきました。
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　町からの説明終了後、住民の皆様からさまざまなご質問やご意見・ご要望をいただきました。
　項目ごとに、主なものは次のとおりです。

　（○…ご質問など。●…町からの回答。紙面の都合上、回答は要旨のみを記載しています。）

豪雨災害の状況等について　

○北出排水ポンプの管理について。
○災害時、国・府道の通行止めや電車の不通を広
報無線できないか。
○中孝子地区の避難経路について。
○防災マップの内容（避難所・避難経路など）を
わかりやすく説明してほしい。
●災害に対する、自主防災などの啓発を行いなが
ら、減災に努めます。

岬海岸番川線について

○復旧費などについて、崩壊が起きている地主
に負担させるべきではないか。
○町道が通行止めになって不便を感じている。
地域住民にわかりやすいように情報提供をして
ほしい。
●町には、道路管理者として法的に責任があり
ます。国庫補助の申請を行いながら、開通に向
け、道路の早期改修に努めます。

町長と語ろう！タウンミーティング
～みにきて・さんかして・きいてみて～
町長と語ろう！タウンミーティング
～みにきて・さんかして・きいてみて～

　７月 24日から８月１日にかけて、住民自治の確立と情報公開の充実のため、町内７か所でタウ
ンミーティングを開催し、232名の住民の皆様のご参加をいただきました。
　タウンミーティングでは、町から次の項目について、　報告や内容の説明を行いました。

◎豪雨災害の状況等について (総務部）　　
◎岬海岸番川線について（都市整備課）　
◎救急医療情報キットについて（住民福祉部）
◎孝子小学校を岬の歴史館へ (教育委員会）　
◎財政状況を立て直す計画について（特命対策課）　
◎企業誘致について（特命対策課）
◎第二阪和国道の推進状況について（都市整備部）
◎ごみのリサイクルについて（住民福祉部）
◎観光（とっとパーク、特産品開発）について（都市整備部）
◎岬ゆめ・みらいサポート、ふるさと納税について（企画部）
◎知事の来町について（教育委員会）

説 明 項 目
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財政状況を立て直す計画について

○行財政改革の具体的なプランを、広報紙等で
情報開示してほしい。
○超過課税の延長について。
○岬町議会議員の定数削減・歳費削減について。
○国民健康保険料の府下統一方針について。
○財政状況の情報開示として説明会をしてほしい。
○滞納者を放置することはなく、思い切った対策を
してほしい。
●財政改革のため、「特命対策課」を設置し、
行財政改革計画を策定中です。情報公開にも
努めてまいります。

企業誘致について

○応募業者の詳細を報告してほしい。
○企業誘致の展望を教えてほしい。
○企業誘致に関する検討会等についての情報開示を
求める。
○企業が決定されれば、収入計画等詳細を情報開示
してほしい。
○関西電力発電所跡地への企業誘致について。
●現在、多奈川地区多目的公園事業に応募されてい
る事業者について、今後、詳細な説明を行い、情報
公開に努めます。

第二阪和国道の推進状況について

○測量等についての苦情。
●事業者に申し入れを行います。

ごみのリサイクルについて

○生ごみ処理機購入費補助制度開始の広報に
ついて。
○プラごみのリサイクルの詳細について。
●補助制度については、岬だより８月号に掲
載しました。リサイクルについても、定期的
に情報公開してまいります。

岬ゆめ・みらいサポート、
ふるさと納税について

○岬町にとって、プラスになるような企画が
必要である。
●より広く視野を広げ、柔軟な発想をもって
検討してまいります。　

その他

○いのしし・アライグマの対策について。
○深日漁港の埋め立て問題について。
○公共下水道計画について。
○深日ロータリーの渋滞について。
●町独自の対策も含め、関係諸団体に申し入
れを行うなど、問題の解決に努めます。

観光（とっとパーク、特産品開発）
について

○子供たちが遊べる場所づくり、魅力のある街づく
りを進めてほしい。
○とっとパークに喫茶コーナ等をつくってはどうか。
●より広く視野を広げ、柔軟な発想をもって検討し
てまいります。

　

貴
重
な
ご
意
見
・
ご
要
望

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
の
で
、
す
べ
て
の

ご
要
望
に
お
応
え
す
る
こ
と

は
難
し
い
の
が
現
状
で
す

が
、
直
接
ご
意
見
を
伺
え
た

こ
の
機
会
を
大
切
に
し
、
今

後
も
よ
り
よ
い
「
ま
ち
づ
く

り
」
を
め
ざ
し
て
町
政
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

▼
問
合
せ　

企
画
政
策
課

　
　

☎
492
―
２
７
７
５　
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※くわしい内容は掲載ページをご覧ください。

※（　）内の数字は掲載ページまたは掲載号

淡輪公民館休館日
アップル館休館日
ピアッツァ５休館日ピ

淡
ア

９月のカレンダー９月のカレンダー９月のカレンダー

日 月 火 水 木 金 土

29 30 31 1 2 3 4
ほのぼのクラブ

（８月号）
教育相談（15）

5 6 7 8 9 10 11
廃品回収（８月
号）

メタボ解消！体
操教室、介護予
防手芸教室、保
健師健康相談、
乳幼児育児健康
相談（８月号）

元気はつらつ教
室（８月号）

法律相談（15） 消費者相談（15）

12 13 14 15 16 17 18
献血（10）
健康長寿まつり 日本脳炎（10）

幼児教室（10）
ほのぼのクラブ

（14）

男性元気でまっせ
体操講習会（10）

障がい者相談
（15）

教育相談（15）
食生活改善教室

（10）

ウミホタル観察
会（５）

19 20　 21 22 23 24 25
行政相談、人権
相談、相続・遺
言相談（15）
元気はつらつ教室

（10）
心の健康相談（15）

法律相談（15）
「まつのき園」出
張相談（15）
園庭遊び（10）

自然散策会（5）

26 27 28 29 30 １ ２　
探鳥会（5）
歌謡愛好会（5）

保健師健康相談
（15）

BCG(10） 日本脳炎（10）

ピア

淡ア

ピ ア

ピ ア

淡 ア

ピ ア 淡 ア

淡 ア

淡 アア ピ ア ピ ア

ピ ア ピ ア

淡 ア

ピ ア淡 ピ ア
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イベント・催し情報

　
岬
自
然
散
策
会

▼
と
き
　
９
月
25
日

（土）
　
　
　

　
　
　
　
※
小
雨
決
行

▼
行
き
先
　
熊
野
古
道

　（
布
施
屋
駅
〜
平
緒
王
子
）

▼
集
合
場
所

　
み
さ
き
公
園
駐
車
場

　
　
午
前
８
時
30
分

▼
持
ち
物
　
弁
当
、
水
筒
、
雨
具

▼
会
費
　
会
員
　
４
５
０
０
円

　
　
　
　
一
般
　
５
０
０
０
円

▼
申
込
　
９
月
19
日

（日）
ま
で
に

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

▼
申
込
先

　
大
西
　
☎
494
―
０
０
５
０

※
10
月
は
、
大
塔
渓
谷
（
和
歌

山
県
田
辺
市
）
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
　

９
月
の
イ
ベ
ン
ト

　
第
88
回
　
探
鳥
会

　
み
さ
き
野
鳥
の
会

　
青
少
年
の
森
で
タ
カ
の
渡
り

を
観
察
し
よ
う
！

▼
と
き
　
９
月
26
日

（日）

▼
集
合
場
所
　
淡
輪
駅
前

　
午
前
９
時
30
分

　
※
時
間
厳
守
。

　
※
小
雨
決
行
。
雨
天
の
場
合

は
、
孝
子
小
学
校
で
室
内
例
会

を
行
い
ま
す
。

▼
講
師

　
日
本
野
鳥
の
会
大
阪
支
部

　
研
究
部
　
中
村
　
進
　
先
生

▼
持
ち
物
　
弁
当
、
帽
子
、
手

袋
、
軽
装
、
筆
記
用
具
、
雨
具
、

双
眼
鏡
（
お
持
ち
の
方
）

▼
参
加
費

　
会
員
　
１
０
０
円

　
一
般
　
２
０
０
円

　
　
　（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

▼
そ
の
他
　
当
日
、
会
員
の
受

付
も
し
ま
す
。

▼
年
会
費

　
本
会
員
　
　
１
０
０
０
円

　
家
族
会
員
　
１
５
０
０
円

　
準
会
員
　
　
　
５
０
０
円

▼
問
合
せ

　
中
谷
　
☎
492
―
１
６
６
２

　
土
井
　
☎
492
―
２
２
２
５

▼
主
催
　
み
さ
き
野
鳥
の
会

▼
後
援
　
岬
町
文
化
協
会

　 

歌
謡
愛
好
会

▼
と
き
　
９
月
26
日

（日）

　
　
　
　
正
午
開
演

▼
と
こ
ろ
　
淡
輪
公
民
館

※
淡
輪
長
生
会
と
の
合
同
開
催

で
す
。

▼
問
合
せ

　
多
賀
井
　
☎
494
―
０
３
７
０

▼
主
催
　
岬
町
歌
謡
愛
好
会

『
青
白
く
光
る

　
ウ
ミ
ホ
タ
ル
の
観
察
会
』

　
参
加
者
募
集

▼
と
き
　
９
月
18
日

（土）

　
午
後
６
時
〜
８
時
30
分

　
※
雨
天
中
止

▼
受
付
　
午
後
５
時
45
分
〜
　

▼
集
合
場
所
　
せ
ん
な
ん
里
海

公
園
「
潮
騒
ビ
バ
レ
ー
」
前

▼
定
員
　
50
名
（
小
学
生
は
保

護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。）

▼
参
加
費
　
無
料

　
※
別
途
駐
車
料
金
必
要

▼
持
ち
物

　
タ
オ
ル
、
懐
中
電
灯

▼
申
込
　
せ
ん
な
ん
里
海
公
園

管
理
事
務
所
宛
に
、
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
、
年
齢
（
複
数

人
参
加
の
場
合
は
全
員
分
）
を

記
載
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
日
時

　
9
月
4
日

（土）
〜
12
日

（日）

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
初

10
月
２
日
ま
で
の
日
程
は

カ
レ
ン
ダ
ー

（4P）
に
掲
載
し

て
い
ま
す

参
加
の
方
を
優
先
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
抽
選
の
上
、
決
定
し
ま

す
。
結
果
は
、
全
て
の
応
募
者

に
連
絡
し
ま
す
。

▼
共
催
　
せ
ん
な
ん
里
海
公
園

管
理
事
務
所
・
う
み
べ
の
森
を

育
て
る
会
・
大
阪
府
岸
和
田
土

木
事
務
所
地
域
支
援
・
防
災
グ

ル
ー
プ

▼
申
込
・
問
合
せ
　
せ
ん
な
ん

里
海
公
園
管
理
事
務
所

　
☎
494
―
２
６
２
６

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
494
―
２
６
８
８

ふ
れ
あ
い
歌
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
出
演
者
募
集

▼
受
付

　
９
月
８
日

（水）
〜
24
日

（金）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
募
集
　
80
組

▼
と
き
　
11
月
28
日

（日）

　 

午
前
10
時
30
分
開
場

　 

午
前
11
時
開
演

▼
場
所
　
淡
輪
公
民
館
講
堂
　

　
※
入
場
無
料

▼
内
容

　 

カ
ラ
オ
ケ 

・ 

舞
踊 

・ 

ダ
ン
ス

　
●
司
会
　
福
田
典
子

▼
主
催
・
問
合
せ
・
申
込
　
ふ

れ
あ
い
歌
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会

　
　
　
　
☎
494
―
１
５
０
８

▼
後
援
　
岬
町
人
権
協
会
・
淡

輪
地
区
福
祉
委
員
会
・
知
的
障

害
者
総
合
福
祉
施
設
「
愛
の
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こんにちはこんにちは

みさき町議会みさき町議会 ですです

◆７月の議会議決結果
　町長から、補正予算案件及び事件案件（固定資産評価審査棄却決定
取消請求事件の控訴の件）の２件の案件が提案されたことに伴い、７
月５日に臨時会を開催しました。
　慎重審議の結果、両案件ともに可決されました。

◆ ７月の議会の主な活動
１日　第二阪和国道期成同盟会委員会
５日　議会運営委員会・全員協議会・臨時会・
　　　農業委員会
８日　全員協議会・総合計画審議会
９日　阪南市・岬町第二阪和国道延伸連絡協議会
16 日　例月監査
22 日　阪南市・岬町第二阪和国道延伸連絡協議会
　　　大阪陳情、 泉州国際市民マラソン実行委員会

次回の定例会の予定
　９月１日 ( 水 ) ～ 22 日 ( 水 )

※日程は、都合により変更することがあります｡

カ
ル
チ
ャ
ー

淡
輪
公
民
館

　

登
録
ク
ラ
ブ
の
紹
介

　
囲
碁
・
社
交
ダ
ン
ス
・
子
ど

も
茶
道
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
大

正
琴
・
文
化
箏
・
書
道
・
茶
道
・

卓
球
・
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
・
ス

ト
レ
ッ
チ
・
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
・

キ
ッ
ズ
ジ
ャ
ズ
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

ダ
ン
ス
・
源
氏
物
語
を
読
む
会
・

ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
・
絵
手
紙
・

ピ
ア
ノ
レ
ッ
ス
ン
・
日
本
舞
踊
・

民
謡
・
衣
類
リ
フ
ォ
ー
ム
・
童

謡
を
う
た
お
う
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
・
パ
ソ
コ

ン
・
カ
ラ
オ
ケ
・
パ
ス
テ
ル
画
・

絵
画
・
き
も
の
着
付
・
太
極
拳
・

料
理

※
ク
ラ
ブ
活
動
に
参
加
ご
希
望

の
方
は
公
民
館
ま
で
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
定
員

に
達
し
て
い
る
た
め
、
キ
ャ
ン

セ
ル
待
ち
の
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
　
淡
輪
公
民
館

　
　
　
　
☎
494
―
０
３
０
０

23 日　町村議長会監査
26 日　岬町第二阪和国道延伸東京陳情
27 日　阪南市・岬町第二阪和国道
　　　延伸連絡協議会東京陳情

家
」・
工
房
み
さ
き

※ 

歌
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
運

営
費
の
一
部
を
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
活
動
に
利
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

※ 
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
・
模
擬
店

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下

さ
い
。

岬
町
文
化
協
会

個
人
会
員
特
別
講
座

　
い
け
ば
な
教
室
の
一
日
体
験

教
室
と
し
て
、菊
一
種
い
け（
瓶

花
）
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
　
10
月
22
日

（金）
　

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
と
こ
ろ
　
淡
輪
公
民
館

▼
花
代
　
１
０
０
０
円

▼
持
ち
物
　
花
は
さ
み

▼
講
師
　
池
田
　
豊
修

▼
定
員
　
10
名
　
※
先
着
順

▼
受
付
　
10
月
１
日

（金）
〜
20
日

（水）

　
※
休
館
日
は
除
く
。

７月臨時会だより

▼
申
込
・
問
合
せ

　
淡
輪
公
民
館

　
　
　
　
☎
494
―
０
３
０
０



１19
ダイヤル

岬消防署

１19

7

　
全
国
各
地
で
悪
質
な
消
火

器
・
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
不

正
な
取
引(

訪
問
販
売
や
点
検

な
ど) 

に
よ
る
被
害
が
多
発
し

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
か
か
る
被
害
や
ト

ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
止
す
る
に

は
、
ご
家
庭
や
事
業
所
の
関
係

者
が
次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し

て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

悪
質
業
者
の
手
口

○
「
法
律
で
設
置
が
義
務
に
な

っ
た
の
で
、
早
急
に
取
り
付
け

て
く
だ
さ
い
。」
と
迫
る
。

○｢

役
所
や
消
防
署
か
ら
き

た
。」
と
偽
っ
て
、
強
引
に
室

内
に
入
ろ
う
と
す
る
。

○
「
す
べ
て
の
部
屋
に
つ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
偽
っ

て
、
強
引
に
販
売
す
る
。

○
「
点
検
も
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。」
と
偽
る
。

消
火
器
・

 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

不
正
な
取
引
に

           

ご
注
意
！

　
み
な
さ
ん
の
救
急
医
療
に
関

す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
９
月
９

日
が
「
救
急
の
日
」
に
、ま
た
、

こ
の
日
を
含
む
１
週
間
が
「
救

急
医
療
週
間
」
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
人
が
倒
れ
た
、
反
応
が
な
い

な
ど
の
緊
急
事
態
に
は
、
素
早

い
１
１
９
番
通
報
と
、
胸
骨
圧

迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
を
は

じ
め
と
す
る
応
急
手
当
が
重
要

で
す
。

　
ま
た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
が
迅
速
に
用
い

ら
れ
る
こ
と
で
更
な
る
救
命
率

の
向
上
が
期
待
で
き
る
と
さ
れ

て
お
り
、
身
の
周
り
の
各
事
業

所
や
公
共
施
設
等
に
お
い
て
急

速
に
普
及
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
消
防
本
部
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

取
り
扱
い
や
胸
骨
圧
迫
法
を
は

じ
め
と
す
る
応
急
手
当
に
関
す

る
救
急
講
習
会
を
随
時
開
催
し

て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に

適
切
な
応
急
手
当
を
実
施
で
き

る
よ
う
救
急
講
習
会
を
受
講
し

ま
し
ょ
う
。

９
月
９
日
は
救
急
の
日

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
適
切
に

　

 
管
理
し
ま
し
ょ
う

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
迅
速
確
実
に
実

施
さ
れ
れ
ば
大
き
な
救
命
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

普
段
か
ら
適
切
に
管
理
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
、
人
の
生
命
及
び

健
康
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る

お
そ
れ
が
あ
る
医
療
機
器
で
も

あ
り
ま
す
。

　
緊
急
時
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
そ
の
優

れ
た
性
能
を
発
揮
す
る
た
め
に

は
、
設
置
施
設
に
お
い
て
定
め

ら
れ
た
点
検
担
当
者
に
よ
り
、

日
常
的
に
適
切
な
点
検
が
実
施

さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
点
検
担
当
者
は
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
に
関
す
る
講
習
を
受
講

し
た
者
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し

く
、
ま
た
設
置
施
設
に
お
い
て

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
適
切
に
使
用
さ
れ
る

○
内
容
を
説
明
せ
ず
、
一
見
合

法
的
な
書
面
に
署
名
・
捺
印
を

求
め
る
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　
次
の
こ
と
を
知
っ
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

○
消
防
職
員
や
消
防
団
員
は
、

あ
っ
せ
ん
や
販
売
は
一
切
行
わ

な
い
。
ま
た
、
販
売
の
依
頼
を

す
る
こ
と
も
な
い
。

○
〝
怪
し
い
〞
と
感
じ
た
ら
、

そ
の
場
で
は
っ
き
り
と
断
り
、

即
決
・
契
約
は
し
な
い
。

▼
問
合
せ

　
岬
消
防
署
　
予
防
係

　
☎
492
―
０
１
１
９

▼日時　10月17日（日）９時〜正午（受付８時30分〜）
▼場所　市立泉佐野病院３階大会議室
▼定員　25 名（先着順。９月 13 日から受付開始。
　定員になり次第締切）
▼申込・問合せ
　大阪府立泉州救命救急センター事務局
　　　☎ 464 − 9931（平日　９時〜 16 時）

心肺蘇生法（ＣＰＲ）講習会

た
め
に
は
、
施
設
関
係
者
の
応

急
手
当
に
関
す
る
知
識
や
技
術

の
習
得
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
も
、
消
防
本
部
で
開
催
し
て

い
る
救
急
講
習
会
を
是
非
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。



8

　今年は、龍馬がこどもの頃から
剣道で精進し、腕をあげていく場

淡輪剣友会
　スポーツ少年団

スポ少
リレー紹介
スポ少
リレー紹介

　岬町海釣り公園「とっとパーク小島」を含む多奈川小島地区が
国土交通省の第５回まち交大賞「まちづくり効果賞」を受賞し、
7 月 15 日に東京都港区の発明会館において表彰されました。

「とっとパーク小島」
まち交大賞「まちづくり効果賞」受賞！

「とっとパーク小島」
まち交大賞「まちづくり効果賞」受賞！

「とっとパーク小島」
まち交大賞「まちづくり効果賞」受賞！

　去る７月 24 日、兵庫県広域防災センター（三木市）で「第 39 回
消防救助技術近畿地区指導会」が開催されました。大阪・兵庫の両府
県内の 63 消防本部から 839 人が参加し、阪南岬消防組合からは「ほ
ふく救出」という種目に２チームが出場しました。
　「ほふく救出」は、１チーム３人で、２人が横穴後方からスタートし、
空気呼吸器を装着して確保ロープと小綱を両足首に結んだ後、長さ８
メートルの横穴煙道を検索して残る１人を横穴外に救出、搬送するま

での安全確実性とタイムを競うもので、チームワークが重視される種目です。
　阪南岬消防組合からは、選抜された精鋭のＡチーム（南裕也・野出亮佑・平田博章各消防士）、Ｂチ
ーム（簗瀬直彦・多田雅規・平田博章各消防士）が出場、Ａチームが見事大阪府 40 チームの頂点に立
ち優勝、８月 27 日に京都市消防活動総合センターで開催された全国消防救助技術大会に近畿地区代表と
して出場しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阪南岬消防組合

　この賞は、国のまちづくり交付金制度を活用して行われた優秀なまちづくり活動を表彰するもので、全国
から応募があった中から、小島地区の豊かな自然を生かした地域活性化への取り組みが評価されました。

産業振興課　

消防救助技術近畿地区指導会　陸上の部「ほふく救出」で優勝

　
去
る
７
月
14
日
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
被
災
さ
れ
た

方
々
に
は
心
よ
り
お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、住
民
の
皆
様
方
の
生
活
復
旧
の
た
め
建
設
業
者
、

各
区
長
を
は
じ
め
関
係
住
民
の
方
々
の
迅
速
な
対
応
と
復

旧
作
業
に
ご
協
力
を
頂
き
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
、
行
政
と
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
皆
様
方

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
▼
危
機
管
理
課
　
☎
492
―
２
７
５
９

面が紹介されていた「龍馬伝」がブームですが、歴史あ
る淡輪剣友会も、小さな剣士から中学生のたくましい剣
士、卒業されたＯＢの若き剣士達が剣の道に邁進し、剣
道の奥深さを体感しています。
　礼儀作法はもちろん、師を敬い、心技体が
鍛えられてどんどん成長しています。
是非、子供達に体験していただきたいです。
▼練習日時　毎週火、金曜日　19 時〜 21 時
▼場所　岬町立体育館　※第２、第４火曜日　岬中学校
▼連絡先　淡輪剣友会スポーツ少年団
　松井　☎ 090 − 9053 − 9693

　
集
中
豪
雨
に
よ
る

お
見
舞
い
と
お
礼
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　ニッセイ財団「生き生きシニア活動顕彰」は、高齢者が主体となっ
て行う多世代に関わる地域貢献・社会貢献活動に対して、都道府県知
事の推薦に基づき、行われる顕彰です。
　NPO 法人まちづくり岬は、中高年を対象とした「大人の林間学校」
を開催するなど、さまざまな福祉ボランティア事業を展開し、平成
22 年度の顕彰が決定しました。
　今後も、地域活動の輪がさらに広がるよう願い、活動を続けていき
たいと思います。
　▼問合せ　まちづくり岬　渡邉　☎ 080 − 5703 − 6875　　　　

　今月は、岬町防犯委員会委員長の籠
かごたに

谷さんにお話を伺いました。
　防犯委員は、自治区長のみなさんが町長から委嘱されるもので、淡輪、深日、
多奈川、孝子の各地区から地区の防犯委員長が選出され、地区委員長から岬
町全体の委員長が選出されます。籠谷さんは、淡輪地区の地区委員長、そし
て岬町の委員長として選出されています。また、泉南市、阪南市、岬町の２
市１町で泉南地区防犯協会が組織されており、その副会長としても活動され
ています。
　防犯委員としては、防犯パトロールや啓発活動などさまざまな活動に従事
されています。日々のパトロールでは、防犯委員の帽子と腕章を携帯してい
ますが、実際に不審な人を見かけたときに、防犯委員であるという証明書の
ようなものがあれば…と思うこともあるそうです。

こどもたちの安全を守る！

★学校安全ボランティアは随時募集しています。
　　　　　　　　　　　　　くわしくはお問い合わせください。

▼登録・問合せ
　生涯学習課　☎ 492 − 2715

　今月は、岬町防犯委員会委員長の

　また、籠谷さんは、安全ボランティア活動にも発足当時から参加されていて、現在も見守り活動を続けてくだ
さっています。淡輪小学校付近は車の往来が激しいため、地区での見守りだけでなく、子どもたちが小学校に入
るのを見届けて、やっと一安心できるそうです。日々、子どもたちを見ていると、そのときどきの表情によって
笑顔をもらったり、心配になったりすることもあるそうです。
　区長になった当初は、ご近所しか知らなかったのが、パトロールのおかげで最近では自治区全体を見渡せるよ
うになったとのこと。熱い思いを語ってくださる姿は、子どもたちの安全はもちろん、地域安全を担ってくださ
る頼もしい存在です。

毎月８日は
　「こども安全デー」

です！

毎月８日は
　「こども安全デー」

です！

毎月８日は
　「こども安全デー」

です！

　町内のこどもを犯罪から
守るため、みなさまのご協
力をお願いします。
　　　　　岬町教育委員会

　去る７月５日にリーガロイヤルホテル堺において、平成３年から
実施されている長松自然海浜の美化及び環境保全の奉仕活動の功績
により、大阪府港湾局長から「港湾振興並びに海岸及び港湾愛護功
績者」として「長松会（酒井定子代表）」に感謝状が贈呈されました。

　　　　　　　　　　　　事業課　　

ニッセイ財団「生き生きシニア活動顕彰」に
　NPO法人 まちづくり岬が推薦されました

長松会に
大阪府港湾局長から感謝状！
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健 ス ケ ジ ュ ー ル康

事業名 対象・定員等 日時・受付 その他

BCG 生後３か月〜６か月未満 ９月 28 日
午後１時 30 分〜２時

● BCG は４か月児健診
と同時実施で、母子健康
手帳の受付は正午からです。
●日本脳炎は、「平成 22
年度健康づくり日程表」の
曜日が間違っていますので
ご注意ください。母子手帳
の受付は正午からです。
●「保健師健康相談」、「乳
幼児健康相談」「心の健康
相談」等は「各種相談」
のページ（15 Ｐ ) に掲載
しています。
●毎月 10 日までの健康
スケジュールは前月号に
掲載しています。くわし
くは「平成 22 年度健康
づくり日程表」でお知ら
せしていますので、1 年
間大切に保管して健康づ
くりにお役立てください。

日本脳炎（Ⅰ期） ３歳〜７歳６か月未満 ９月 14 日・29 日
午後１時〜２時 15 分

発達クリニック 乳幼児（予約制） 10 月５日
午後１時 30 分〜

メタボ解消！
体操教室

ＢＭＩが 25 以上または腹囲男
性 85、女性 90㎝以上の方

（要予約：定員 25 名）
10 月４日
午後１時〜３時

食生活改善教室
高血圧・脂質異常・糖尿病等で
食生活改善が必要な方

（要予約：定員 25 名）
９月 17 日・10 月８日
午後１時〜３時

元気はつらつ教室
65 歳以上で日常生活に少し不
安をお持ちの方
※介護認定者を除く

（要予約：定員 20 名）

９月 21 日・10 月５日
午後 1 時〜３時

男性元気でまっせ
体操講習会

「元気でまっせ体操」を地域で普
及していただける方（男性優先）

（要予約：定員 20 名）
９月 16 日
午前 10 時〜 11 時 30 分

介護予防手芸教室 65歳以上の方（要予約：定員25名）
※参加費：１回300円

10 月４日
午後 1 時〜

▼日時　９月 12 日（日）
　午前 10 時 30 分〜 12 時 30 分、午後１時
30 分〜３時
▼対象　16 歳から 69 歳（400ml は 18 歳〜）
　65 歳以上の方は、60 〜 64 歳の間に献血
経験のある方に限ります。
▼場所　健康ふれあいセンター（ピアッツァ５）
※輸血を受けられる患者さんの安全性を高め
るため、現在 400ml の献血の需要が高まっ
ています。200ml 献血はお断りする場合があ
ります。皆様のご理解とご協力をお願いします。
▼協力　岬町 PTA 連絡協議会　
▼問合せ　保健センター　☎ 492 − 2424

地域の子育て

応援します！

地域の子育て

応援します！

地域の子育て

応援します！

▼問合せ

　淡輪保育所

　☎ 494 － 3567

◆幼児教室
　（運動遊び・子育て相談）
▼とき　９月 15 日（水）　10：30 〜 11：30
▼ところ　子育て支援センター
▼持ち物　着替え・お茶・タオル
※警報発令時は、中止。

◆園庭遊び　
▼とき　９月 22 日（水）
　　　　　10：00 〜 11：00

献　血　

　～ 400ml 献血にご協力を ～

▼ところ　淡輪・深日各保育所
▼持ち物　着替え・帽子・お茶・
　　タオル
※警報発令時・雨天時は、中止。
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淡輪公民館図書室からのお知らせ

▼開館日・開館時間　水曜日〜月曜日
　　午前 10 時〜 12 時　午後１時〜５時
▼休館日　火曜日・祝祭日・年末 ･ 年始
　※火曜日に祝祭日が重なる場合は翌日も休館
▼夜間返却（取扱時間　17 時〜 21 時）
　夜間返却用の用紙に記入し、館内の返却箱に
入れておいて下さい。
　※休館日は取り扱っていません。

☆男の背骨　　　　著 ： 山本　一力
☆つやのよる　　　著 ： 井上　荒野
☆お星さまさがし　著 ： 天野　義孝
☆ガミガミ言わずに子どもを勉強させる方法
　　　　　　　　　著 ： 松永　暢史

図書だより 図書だより 図書だより 本の紹介

　

○ファーストフード店「ファーストキッチン」
　がオープン！
　ハンバーガーとパスタを中心に、スープや
フライドチキン、ポテトといったサイドメニ
ューを多数ご用意。営業時間は、早朝の始発
便から深夜の最終便まで全てのフライトに対
応しています。
▼場所　旅客ターミナルビル 2 階
▼営業時間　5：30 〜 24：00
○総合玩具店「博品館 TOY PARK 関西
　空港店」がオープン！
　銀座に本店を持つ「博品館 TOY PARK 関
西空港店」は、「おもちゃ屋さんがプロデュ
ースしたお土産ショップ」をコンセプトに、
ご自宅用からギフト用まで対応した充実した
ラインナップを取りそろえています。
▼場所　旅客ターミナルビル 3 階
▼営業時間　7：00 〜 21：30

関空NEWS■新店舗
◎「行方不明者を捜す特別相談所」の開設
　家出人等の行方不明者を捜している方は、一度、
特別相談所にお越しください。
▼開設期間　９月 20 日（月）〜 26 日（日）
　午前９時〜午後５時 45 分
▼開設場所　大阪市天王寺区四天王寺一丁目 11 番
　18号　四天王寺境内　亀の池南側「がらん回廊北側」
◎９月 11 日は「警察相談の日」
　～安全と安心に関する相談は警察へ
　　　　悩むより　かけて安心　＃9110　～
　犯罪等による被害の未然防止など、生活の安全を
守るための窓口です。緊急の事件、事故以外の相談
については、110 番通報ではなく、「＃ 9110」を
ご利用ください。
◎秋の全国交通安全運動
　９月21日（火）～30日（木）
　一人ひとりがルールを守り、交通安全を心掛けま
しょう。

▼問合せ　泉南警察署　☎ 471 − 1234　

泉南署からのお知らせ

～本のリクエストを受付しています～
　淡輪公民館では、大阪府立中央図書館より
本の貸出を受けています。
　公民館にない本、貸出中の本もリクエストし
て下さい。

ぞくぞくオープン！

アップル館 休館のお知らせ
　アップル館は、蔵書の点検・整理のため次の
期間休館させていただきます。
▼９月 20 日（月）～ 30 日（木）

　10 月１日現在で、岬町にお住まいのすべての方が対象と
なります。９月中旬頃から調査員が伺いますので、ご協力を
お願い致します。調査員は、調査員証と腕章を携帯しています。
調査票に記入いただいた内容の秘密は、厳守されます。

▼問合せ　岬町国勢調査実施本部　☎ 492 − 2770　
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　QR コード
対応のカメラ
付き携帯電話

◆９月 24 日～ 30 日は
　結核予防週間
　～長引くせきは赤信号～

　結核の感染・発病を防ぐには、
予防接種、早期発見、体力の保
持が大切です。
結核予防７つのポイント
●２週間以上せきが続いたら早
めに医療機関を受診しましょう。
●年に１回胸部Ｘ線検査を受け
ましょう。
●乳児の予防接種（ＢＣＧ）は
必ず受けましょう。
●栄養バランスのとれた食生活
を心がけましょう。
●禁煙をしましょう。
●疲労を避け、ストレス解消に
つとめましょう。
●高齢者、免疫力の落ちている
人はより注意しましょう。
▼問合せ　泉佐野保健所
　☎ 072 − 462 − 7701

◆犬と楽しくつきあう
　講座のご案内
　岸和田保健所主催、泉佐野保
健所共催で犬のしつけ方教室を
開催します。
　動物病院の獣医師やしつけの
インストラクターが、犬の健康
管理やしつけの方法について話
します。
　また、インストラクターが犬
と一緒にしつけ方のデモンスト
レーションを行います。
◎講演と犬のしつけ方デモンス
トレーション　
　犬を飼う場合のルール、犬の
しつけ方、犬の健康管理などを
学びます。
▼日時　10 月 16 日（土）
　午後１時〜午後４時
▼場所　岸和田市立福祉総合セ
ンター（岸和田市野出町１丁目）
※費用は無料です。また、申し
込み不要で当日先着 160 名ま
でです。
※犬を連れての入場はできませ
ん。また、車での来場はご遠慮
ください。
◎犬のしつけ方実技講習

　犬の体格などによりグループ
に分け、各グループ１時間の実
技講習を行います。
▼日時
　11 月６日（土）・13 日（土）
　午前 10 時〜午後４時
▼場所　　岸和田保健所（岸和
田市野出町３丁目）
▼対象者
　10 月 16 日の講演会を受講し
た方
▼費用　無料
▼定員　犬 40 頭（抽選）
▼問合せ
　岸和田保健所
　☎ 072 − 422 − 5681

　自殺は、さまざまな要因が複
雑に関係して、心理的に追い込
まれた末の死であり、防ぐこと
のできる社会的な問題であると
言われています。
　一人で悩まず、専門の相談機
関にご相談ください。
　また、身近な方の悩みに気づ
いたら、専門家への相談をすす
め、じっくりと見守りましょう。
■大阪府こころの健康総合セン
ター（こころの電話相談）
　☎ 06 − 6607 − 8814
　月〜金曜日　９：30 〜正午、
13：00 〜 17：00
■泉佐野保健所の精神保健福祉
相談　☎ 072 − 462 − 7701
　月〜金曜日　９：00 〜 17：45
■ 24 時間の電話相談
●関西いのちの電話
　☎ 06 − 6309 − 1121
●大阪自殺防止センター
　☎ 06 − 6260 − 4343
■フリーダイヤルの電話相談
●自殺予防いのちの電話
　☎ 0120 − 738 − 556
　　毎月 10 日のみ　８：00 〜
翌日８：00（24 時間）
■サラ金・クレジットの返済に
困ったら
●多重債務者相談室
　☎ 06 − 6941 − 0837
　月〜金曜日　９：15 〜 17：00
■自死遺族相談（予約制）
　　大切な人を自死（自殺）で
亡くされた方のために、来所相
談を実施しています。大阪府こ
ころの健康総合センターの専門
相談員が、ご遺族の相談に応じ
ます。お電話の際には、「自死
遺族相談」とお伝えください。
▼問合わせ　大阪府こころの健
康総合センター
　☎ 06 − 6691 − 2811（代表）
　月〜金曜日　９：00 〜 17：45

不眠が続くことはないですか？

□疲れているのに眠れない日が
２週間以上続いている
□食欲がなく体重が減っている
□だるくて意欲がわかない
　これは「うつ病」の症状かも
しれません。睡眠と食欲という
生きていく基本がそこなわれる
と、体調がどんどん悪くなり、
気力やがんばりで克服するのは
困難です。
　専門の相談機関か医療機関に
相談しましょう。

からさまざまな相談機関の
情報にアクセスできます。
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募　集

　平成22年４月から子ども手当制度が始まりました。
　子ども手当は、次代の社会を担う子どもの健やかな育ちを社会
全体で応援するため、中学校修了までの子ども１人につき、月額
１万３千円を支給する制度です。
　子ども手当の対象となるお子さんのいる世帯の方に、４月下旬に
申請書・ご案内を送付しましたが、書類が届いていない場合や紛失
した場合でも窓口で受け付けします。まだ申請をされていない方は、
９月30日までに手続きをしてください。
　なお、公務員の方は勤務先での手続きとなりますので、勤務先に
ご確認ください。
　▼問合せ　　子育て支援課　子育て支援係　　☎492－2709

その他

◆第 40 回大阪府生徒児
　童・教職員発明くふう
　展作品募集
　次代を担う生徒・児童や教育
現場の教職員が、発明に取り組
み、科学技術に対する関心を高
めることを目的として開催され
る展覧会です。
▼児童・生徒の部
◎応募資格　大阪府下の小学
校、中学校、高等学校の児童・
生徒
◎応募作品
●日常生活に安全に役立つよう
に工夫された作品
●科学的な考えをもとに一人、
あるいは共同で発明、工夫した
もの。実用的価値は少なくても
構いません。
●作品の大きさ
　体積１㎥、重量 20kg 以内
●受け付けられないもの
　他人の作ったものを模倣した

もの、単なる手芸・工芸品、図
面だけのもの、破損しやすいも
の、不衛生なもの
▼教職員の部
◎応募資格　大阪府下の小学
校、中学校、高等学校の教職員
◎応募作品
●教育あるいは日常生活に役立
つ発明工夫作品
●作品の運搬及び展示にさしつ
かえのないもので、体積１㎥、
重量 20kg 以内の作品
▼展示会
　10 月 25 日（月）〜 31 日（日）
▼場所
　関西特許情報センター
▼応募締切
　９月 17 日（金）
▼出品申込
　出品票に必要事項を記載し、
社団法人発明協会大阪支部に提
出してください。
　出品票は大阪支部のホームペ
ージからのダウンロードも可能
です。
　その他、詳しくは、お問い合
わせください。
▼申込・問合せ　社団法人発明
協会大阪支部
〒 543 − 0061
　大阪市天王寺区伶人町２−７
　☎ 06 − 6779 − 5402（代表）
ホームページアドレス
　http://www.jiiiosaka.jp/

子ども手当の申請は
　　　　９月30日までに手続きを
子ども手当の申請は
　　　　９月30日までに手続きを
子ども手当の申請は
　　　　９月30日までに手続きを

◆９月10日から16日は
　「自殺予防週間」です
　自殺で亡くなる人の数は、全
国で年間３万人を超え、大阪府
でも２千人を超えています。

子育て支援

◆知ってください「里親
　家庭」
　～子育てしてみませんか？～

　里親に関する地域相談会を開
催します。里親に関心のある方、
お気軽にお越し下さい。
▼とき　10 月 31 日（日）
　13 時 30 分〜 16 時 00 分
※この時間内であれば、何時に
お越しいただいても結構です。
▼ところ　岸和田市浪切ホール
　４階特別会議室
▼参加費　無料
▼主催　大阪里親連合会岸和田
支部（どんぐり会）
　大阪府岸和田子ども家庭センター
▼問合わせ
　大阪府岸和田子ども家庭セン
ター（里親担当）
　☎ 072 − 445 − 3977　
　平日９時〜 17 時 45 分（土・
日・祝日を除く）
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人 の 動 き
世帯数　  ７，８６３   （　　４）
人　口　１８，１３２人（－１８）
男　　　 ８，５３６人（－　９）
女　　　 ９，５９６人（ー　９）平成 22 年８月１日現在

税

年　　金

◆９月の納税
★固定資産税　第３期分
　納期限　　９月30日（木）
　納期限までに、お近くの金融
機関や郵便局で納めてください。
　銀行口座振替又は、郵便局自
動払込をご利用の方は、預貯金
残高をお確かめください。振替
日又は払込日は、９月 30 日（木）
です。
▼問合せ　税務課　納税係

　　　　　　☎ 492 − 2765

◆国民年金基金をご存知
　ですか
　国民年金基金制度は、国民年
金法の規定に基づく公的な年金
であり、国民年金（老齢基礎年
金）とセットで、自営業者など
国民年金第１号被保険者の老後
の所得保障の役割を担うもので
す。
▼加入できる人
　加入できるのは 20 歳以上 60
歳未満の国民年金第１号被保険
者で、国民年金の保険料を納め
ている方に限ります。国民年金
保険料の納付を免除（一部免除・
学生納付特例・若年納付猶予を
含む）されている方は加入でき

ません。
　詳しい内容や資料請求は、大
阪府国民年金基金までご連絡く
ださい。
▼問合せ　大阪府国民年金基金
大阪市天王寺区上本町６−２− 26
　上六光陽ビル５階
　☎ 0120 − 65 − 4192

福　祉

◆ 第 ８ 回 共 に 生 き る
　障がい者展
　障がい者の自立と社会参加の
促進を目的として「第８回共に
生きる障がい者展」を開催しま
す。本展は「障がい者作品展」
を始めとするさまざまな催しが
同時開催される『大阪の障がい
者の祭典』です。ぜひご来場く
ださい。
▼とき
　９月 18 日（土）〜 20 日（月・祝）
　午前 10 時〜午後５時
▼場所　国際障害者交流センタ
ー（ビッグ・アイ）
　泉北高速鉄道「泉ヶ丘」駅下車
▼入場料　無料
▼問合せ
　大阪府福祉部障がい福祉室
　☎06−6941−0351（内線2464）

◆要約筆記奉仕員養成講座
　の開催について
　聴覚障がいのある方のため
に、手書き及びパソコンで要約

筆記奉仕員として活動していた
だける方を養成します。
▼開講期間
　10 月 23 日（土）
　　〜平成 23 年３月 12 日（土）
　毎週土曜日
　13時30分〜16時30分（計16回）
▼場所　大阪府障がい者社会参
加促進センター研修室
　地下鉄谷町線・千日前線「谷
町九丁目」駅下車
▼募集人数　手書き、パソコン
コース　各 30 名
▼費用　受講料無料（ただし、
テキスト代 2,000 円など教材費
は実費負担）
▼対象者　大阪府内に在住また
は在勤の方で、講座修了後は要
約筆記者として府内で要約筆記
活動が可能な方
▼申込方法　申込書を郵送又は
ホームページから申込
▼申込期限　９月 15 日（必着）
▼問合せ・申込先
　〒 540 − 8570（住所記載不要）
　大阪府福祉部障がい福祉室自
立支援課
　☎ 06 − 6944 − 9176

▼問合せ　保健センター
　　　　☎492 － 2424

ほのぼのクラブほのぼのクラブほのぼのクラブ

ＩＮ　保健センター

▼とき　午前 10 時〜正午
９月 15 日（水）
　○絵本とおはなしを楽しむ会
　　午前 10 時 30 分〜正午
10 月６日（水）
　○フリースペースとして保
健室を開放します。
▼対象　乳幼児と保護者
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各 種 相 談各 種 相 談各 種 相 談 ※くわしくはお問い合わせください。

相談業務名 日時等 場所・予約・問合せ

◆法律相談（予約制） ９月８日（水）・22 日（水）
午後２時〜５時（定員６名）

役場監査委員室
企画政策課　☎ 492 − 2775

◆行政相談 ９月 21 日（火）
午前 10 時〜正午

役場相談室
企画政策課　☎ 492 − 2775

◆障がい者相談

■役場相談室（要予約）
　９月17日（金）午後１時30分〜３時
■「まつのき園」相談室
　平日８時 45 分〜 17 時
※来所・訪問・電話・ＦＡＸ・メー
ル等で対応。なお、緊急の電話対応は、
相談員が 24 時間対応。
■「まつのき園」 出張相談（要予約）
　９月22日（水）午後１時30分〜４時

■役場相談室
　地域福祉課　☎ 492 − 2700
■「まつのき園」相談室
　☎ 471 − 6863 ／ FAX471 − 6868
　メールアドレス
　　satsuki-matsunoki@car.ocn.ne.jp
■「まつのき園」 出張相談
　役場相談室
　地域福祉課　☎ 492 − 2700

◆介護相談
■岬町地域包括支援センター
　土日祝日以外
　午前９時〜午後５時 30 分
■在宅介護支援センター淡輪園
　年中無休・24 時間体制

■岬町地域包括支援センター
　高齢福祉課　☎ 492 − 2716

■在宅介護支援センター淡輪園
　☎ 494 − 0789

◆進路選択支援相談 月〜金曜日（祝日は除く）
午前９時〜午後５時 30 分 学校教育課　☎ 492 − 2719

◆教育相談 ９月３日（金）・17 日（金）
午後１時 30 分〜３時

指導課　☎ 492 − 2719
※なお、就学相談は随時受付

◆消費者相談 ９月 10 日（金）
午後１時〜４時

役場監査委員室
産業振興課☎ 492 − 2749

◆人権相談

■役場監査委員室
　９月 21 日（火）
　午後１時 30 分〜３時
■岬町人権協会多奈川事務所
　（文化センター内）
　月・火・木曜日（祝日は除く）の
午前９時〜午後５時
■岬町人権協会淡輪事務所
　（淡輪地域協議会）
　水・金曜日（祝日は除く）の午前
９時〜午後５時

■役場監査委員室
　人権推進課　☎ 492 − 2773

■岬町人権協会多奈川事務所
　（文化センター内）
　　☎ 492 − 3270

■岬町人権協会淡輪事務所
　（淡輪地域協議会）
　　☎ 494 − 1508

◆総合生活相談 月〜金曜日（祝日は除く）の
午前９時〜午後５時 文化センター　☎ 492 − 0304

◆地域就労支援相談 月〜金曜日（祝日は除く）の
午前９時〜午後５時 地域就労支援センター　☎ 492 − 0341

◆障害者就労・生活相談 月〜金曜日（祝日は除く）の
午前９時〜午後５時

NPO 法人障害者自立支援センター
　☎ 463 − 7867 ／ FAX463 − 7890

◆保健師健康相談 ９月 27 日（月）・10 月 4 日（月）
午後１時〜２時 岬町立保健センター　☎ 492 − 2424

◆心の健康相談（予約制）９月 21 日（火）午後２時〜４時
10 月５日（火）午前 10 時〜正午 岬町立保健センター　☎ 492 − 2424

◆育児相談 月〜金曜日（祝日は除く）の
午前 10 時〜午後４時 30 分 子育て支援センター　☎ 492 − 1350

◆療育相談 月〜金曜日（祝日は除く）の
午前 10 時〜午後４時 30 分 こぐま園　☎ 492 − 1131

◆相続・遺言相談（予約制）９月 21 日 ( 火）　午後１時〜４時
※行政書士による相談を行います。

岬町立保健センター　
企画政策課　☎ 492 − 2775

◆乳幼児育児相談 10 月４日（月）
午前 10 時〜正午 岬町立保健センター　☎ 492 − 2424
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　　「次代を担う子どもたちに、水についての体験型環境学習」※参加費無料
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　　　　　　　　　　　　広報岬だより平成 22 年９月号　平成 22 年（2010 年）９月 1 日発行
　　　　　　　　　　　　　　　　編集/発行　岬町役場　企画政策課〒599－0392　大阪府泉南郡岬町深日2000－1　☎072－492－2775
※広報岬だよりは毎月 8,000 部を作成し、１部あたりの単価は 15.6 円です。（うち町負担は 10.3 円で、5.3 円を広告収入で賄っています。)
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更生保護活動に参加しませんか？

　1947 年、戦後間もない頃、町にあふれる戦争孤児たちを救いたい、と立ち上がった若者たちによって、
「京都少年保護学生連盟」という団体が設立されました。これが BBS の始まりとされており、現在は、
保護司会や更生保護女性会などの団体とともに、更生保護活動に取り組んでいます。
　BBS は、社会適応に悩む少年少女たちに、兄や姉のような立場で接し、
日々の悩みや喜びを分ち合ったり、相談にのったりしながら、彼らが自
分自身で問題を解決し、健全に成長していくのを側面から援助するとと
もに犯罪や非行のない地域社会を目指して非行防止活動を行うボランテ
ィア運動です。　　
　犯罪の低年齢化が進む近年、BBS 活動の大切さが改めて見直されてい
ます。18 歳から 40 歳位までの方、お友だちと一緒に参加してみませんか。
　　▼問合せ　岬町保護司会　古橋孝子　☎ 494 − 0410 「社会を明るくする運動」

啓発活動　

ＢＢＳ（ビッグブラザー＆シスター）

▼とき　10 月 23 日（土）午前 10 時〜午後０時 30 分（小雨決行）
▼ところ　北部水みらいセンター（泉北郡忠岡町新浜 3 丁目）
▼内容　施設見学、水質実験、微生物の観察、建設現場での大型クレーンの体験乗車
　※天候等により中止する場合があります。 
▼特別企画　ちりめんモンスターを探せ！
▼対象・定員　小学生以上の児童とその保護者・約 50 組または 100 名程度　※先着順　
▼受付期間　９月６日（月）〜 10 月 5 日（火）。午後５時（必着）
▼申込方法・申込先　はがき、ＦＡＸまたはＥメールで、代表者の氏名・郵便番号・住所・
　電話番号・参加人数（大人・子ども別人数。子どもは学年も記載）を記入のうえ、お申し込みください。
　◎郵送の場合　〒 597 − 0095 貝塚市港 25 番地　大阪府南部流域下水道事務所「体験学習」係
　◎ FAX の場合 　072 − 438 − 8237
　◎ E メールの場合　nambugesui-g22 @sbox.pref.osaka.lg.jp
　◎大阪府ホームページから申込の場合　http://www.pref.osaka.jp/annai/s_moushikomi.php
※ご応募いただいた個人情報は、当イベントへの当選（又は落選）の通知の目的に限り使用いたします。
▼問合せ　大阪府南部流域下水道事務所 企画グループ　☎ 072 − 438 − 7406
▼主催　南大阪湾岸流域下水道事業連絡協議会、大阪府南部流域下水道事務所
▼後援　財団法人大阪市下水道技術協会
　詳しくは、　岬町ホームページ　http://www.town.misaki.osaka.jp/
　　　　　　大阪府ホームページ　http://www.pref.osaka.jp/nambugesui/index.html

　をご覧ください。　


